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越境汚染※の減少

福岡市のPM2.5
福岡市では年４回（春・夏・秋・冬）各14日間サンプリングし、PM2.5の成分を分析しています。

近年における福岡市内の成分分析結果を報告します。

図３ 硫酸イオン濃度の経年変化

PM2.5の成分のうち、越境汚染の影響が強いとされる硫酸

イオン濃度が経年的に減少しました（図３）。これは、石炭を

主な燃料とする中国での排出ガス規制強化により二酸化硫

黄（SO2）の排出が減少したことが主な要因と考えられます。

SO2

越境汚染のイメージ

石炭燃焼など

気流に乗って移動する間に
硫酸イオンに変化（二次生成）

日本中国大陸

※ 越境汚染：大気汚染物質が発生源から気流に乗って国境を越えて移動してくること

重油や石炭燃焼による寄与が減少し、PM2.5は約半減

図4 PM2.5濃度の経年変化

福岡市のPM2.5濃度は平成25年度と比べて半減しました（図４）。解析の結果、この濃度減少に

寄与していた主な発生源は、重油燃焼や石炭燃焼、これらの排出ガス等から二次生成した硫酸イオン

であると推測されました（図５）。

• 福岡市内測定局（３局）の成分分析結果をもとに、Positive Matrix Factorization（PMF）
法 を用いて発生源解析した結果。

図5 発生源別寄与濃度の経年変化
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• 成分分析を実施している測定局（２局）の平均。

国内外のさまざまな規制強化によってPM2.5は着実に減少しています。ただし、令和元年度以降は

新型コロナウイルスの流行によるロックダウンなど経済活動の停滞が影響している可能性もあります。

今後も成分分析を継続し、PM2.5の動向を調べていきます。

• 成分分析を実施している測定局（２局）の平均。
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